
‾ r－－－－ －利ソ   r ▼ 、ノ｝′ し－・   l／  

■■■r  

日暮王 室－、l二’l二．’′           ▲’；リ・「  

F  

朽、日本も着手  
射Tl■【  

■1▼ミ  編集部   

います。といっても、ごの市場、立会場をつ  

くったものではなノく、大枠を定めヾ その中で  

各社が自由に取引するという仕組みです。   

すでに活発な取引が行われており、4月は  

1トン5ドル程度で取引されていたのが、日  

本が批准すると伝えられた6月から価格は急  

上昇しています。   

EUも活発です。すでに個々の取引所では  

取り組みが始まっているうえ、2005年までに  

取引市場を創設するとしています。同時に  

2020年までに温暖化ガスの排出量を1990年  

より20～40％削減するという京都議定書を  

大幅に上回る目標を打ち出しました。   

米国はブッシュ政権が廿京都諸鐙書を批准  

しなし1」と言っキーところから、政府ベースで  

の取り組みは連れていノます。しかし、民間企  

業は動き出しており、ここでも取引が行われ  

ています。釆国では独自に厳し■琴制を設け  

る州があるうえこ先を見越して取引に参加し  

よ・うという企業もあるからです。ちなみに、  
この分野で世界最大の伸介会社はナシトヅ■－  

ス社ですが、同社は米国で取引しているのみ  

ならず、英国にも進出しています。  

いま、二酸化炭素など塩暖化ガス削減の手  

段として、排出権取引が脚光を浴びています。  

英国では政府主導で市場が設立され、日本も  

2010年には、年間取引高は20兆円を超すとの  

見方もあります。リスクヘッジは新たな巨大  

ビジネスを生み出そうとしています。   

排出権取引とは簡単にいえば「二酸化炭素  

など各種のガスを目標以上に削減した企業・  

政府がその削減分を転売できる」というもの  

です。そこで、目標まで削減できなかった企  

業や国はその削減分を他の企業や固から買え  

ば、自分で削減しなくてもよくなります。こ  

の両者の間を仲介するビジネス、それが排出  

権取引なのです。   

この取引が生まれたきっかけは1997年12  

月、京都で開かれた気候変動枠組条約の第3  

回締約国会議です。このとき、国別の削減目  

標を決めた「京都議定書」が定められました。  

削減目標は米国が7％、EUが8％、日本が6  

％などです。同時に、．削減をスムーズに行わ  

せようと、「排出権取引」も認められました。  

そこで、各国とも「主導権を取ろう」と、′走  

り出したものです。  

トγプを切ったのが英国。この4月には排  

担権市場が設立されました。当初、参加は34  

社。＿最終的には5h，000社の参加が見込まれて  

まだ、助走段階   

日本でも、各種？取り組み串弾ま二二つていま  

す。最も先行しているのが三菱商事です。同  

社はナットソース社に出資しているのみなら  
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